音　響入り＜ワイヤーレスマイク6本，固定マイク2本＞
　　客入れのバックミュージック

　　http://www2.hamajima.co.jp/~elegance/kawamura/song/night.htm
＜ここから開始＞

ＭＣ：西暦2099年12月Ｘ日，とうとう，地球は温暖化で根をあげようとしていた。

宇宙船にっぽん号は，広い宇宙を航海している途中，地球本部からのＳＯＳを受け，地球の温暖化を防止するために急いで地球にもどることになる。ところが，宇宙空間で，温暖化星人号から不意の攻撃を受けます。物語りはこの場面から始まります。
背景は，コスモカラーで星がきれいに輝いて，平和な宇宙のイメージ
宇宙交響曲かジュピターがバックミュージックとして流れている

舞台右手脇側に，宇宙船にっぽん号とそれに乗る艦長，ゆうき隊員，あい隊員

　　オープニングミュージックスタート

宇宙歌手：君と行こう宇宙へ
http://www2.hamajima.co.jp/~elegance/kawamura/song/kimiutyu.html
宇宙船にっぽん号の艦内：音響：Tr１電子音
　　ピーピーピー，地球からのSOSメッセージが，場内に流れる！

ゆうき隊員：艦長！！地球本部からのSOSです。

艦長　　　：どうした？また，どこかの宇宙人が暴れているのか？

ゆうき隊員：いえ，いえ，そうではなく，どうも大変そうです。

地球が温暖化で，とうとう人間が地球に住めなくなりかけているので

救助を求めて来ています。

あい隊員　：艦長，地球が大変です。すぐに地球に戻りましょう！

艦長　　　：よし，わかった。地球に戻って，何かできることを探してみよう！

ゆうき隊員：おもかじ，いっぱい。地球へ向かって全速前進！！

　　音響：Tr２にっぽん号発進

舞台左手そでから，温暖化星人の宇宙船が現れ，宇宙船にっぽん号を発見する。

音響：Tr３温暖化星人登場

温暖化星人ボス：おっ，宇宙船にっぽん号だ！やつらは，お金をもっているぞ！

地球人は，温暖化には弱いぞ！温暖化爆弾攻撃をしてやれ！！

ただし，温暖化ガスは高いから，少しだけにしておけ！！

＜艦長は，ちょっとせこいキャラ，しかしお金儲けでは賢いセンスの持ち主＞

温暖化星人手下：へい，ボス！では，安い方の３８０ｐｐｍ爆弾を食らわしてやります。

　　音響：Tr４　３８０ｐｐｍ爆弾１発射、爆発音

いきなりの攻撃にびっくりするにっぽん号の乗組員

ゆうき隊員：艦長！温暖化星人からの攻撃です。

艦長　　　：なにー，気をつけろ！！

しかし大丈夫だ！あの爆弾は，３８０ｐｐｍ爆弾だ。

この艦は，３８０ｐｐｍ攻撃にはびくともしないから安心しろ！！

我々もすでに３８０ｐｐｍ爆弾をもっているだろう！

それをみまわってやれ！

ゆうき隊員：はい，艦長！それでは，３８０ｐｐｍ爆弾発射！

にっぽん号から３８０ｐｐｍ爆弾が発射される。

音響：Tr５　３８０ｐｐｍ爆弾１発射、爆発音

温暖化星人，にっぽん号からの攻撃に驚く。

温暖化星人ボス：なに？地球人もすでに，３８０ｐｐｍ爆弾をもっていたのか？

　　　　　　　　そうか，やつらのなかにも「京都議定書」を守らないやつがいるからな！

　　　　　　　　うーん。お金が高いからもったいないけれど，

１００％ガス爆弾で攻撃してやれ！！

温暖化星人手下：へいへい！しかしあとで，高くついたと言って怒らないくだせーよ。

温暖化星人ボス：ぐずぐず言うな。さっさとやつけて，やつらのお宝をいただくのだ！！

温暖化星人艦から，１００％爆弾が発射され，にっぽん号に命中しかけるが，ほんのわずかずれてにっぽん号は助かるが，つよいダメージを受けて，宇宙船の軌道からはずれてしまう。

音響：Tr６　１００％爆弾発射、爆発音

　　非常事態音が鳴る

　　音響：Tr７　艦内緊急事態

にっぽん号の艦内

艦長　　：やられたか？

ゆうき隊員：艦長，なんとか，命中はさけましたが，かなりダメージを受けました。

艦長　　：よし！すぐに修理だ！！修理班をだせ！！

直修理班隊長：はい，直ちに修理にかかります。

あい隊員：艦長！あんなすごい１００％ガスの攻撃を受けたら，地球の人々は大変です。

　　　　　はやく，地球の人々を助けにいかないと！！

場面を切りかえて，温暖化星人の艦内。

温暖化星人手下：ざまみろ！１００％ガス爆弾を使ったから，すこしお金はかかったが，

　　　　　　オレ達にかかれば，地球人なんて，ちょろいもんだぜ！

温暖化星人ボス：ばかもの！！＜手下に向かって，ハンドチョップを食らわす＞

温暖化星人手下：やつらをやっつけましたぜ！

温暖化星人ボス：誰がにっぽん号をぶっこわせと言った？！

これでは，お宝が手にはいらないではないか？馬鹿者が，，，

温暖化星人手下：ヘイ，すみやせん。で，ボスなら何かいい妙案をお考えでしょう。

温暖化星人ボス：うーん。そんなにお宝は簡単に手に入らんわい。

そんなもの，簡単だっら，俺たちすでに大金持ちさ，バカが！！

温暖化星人手下：そーいや，ボス，まだ，お給料，頂いていないんでがすが，，，，
温暖化星人ボス：そうだ！地球には，京都議定書に反対して，経済活動を優先している

ヤブという大統領がいるだろ。ヤツと組んで，

地球でガスをたくさん作って，大もうけをしようぜ！！

温暖化星人手下：やっぱ，さすがにおいらのボスだ！あったま(頭)いいですね。

温暖化星人ボス：ええい。ぐずぐず言うな！そうとなったら，地球へ行ってで大儲けだ！

温暖化星人手下：へいへい！

　　　

　　　音響：Tr８　温暖化星人号発進
再び，にっぽん号の艦内。

　　音響：Tr９　木星ジュピター（ただし，出だしは音量を押さえる）

艦長　　：温暖化星人は，金儲けしか考えていないから，次のお宝を探しに行くだろう。

　　　　　きっとやつらの目的は，地球に行って，

ガスをたくさん作って大儲けをすることにちがいない。

もう，我々の艦は，ぶっこわれたと思っているだろうから，

我々には気づいていないはずだ。やつらにみつからないように，

先に地球に行って，地球を救わないと！

ゆうき＆あい：はい，艦長。＜二人，声を合わせて＞

あい隊員：しかし，艦長。あの１００％ガスの正体は何なんでしょうか？

その正体をつかまないと，１００％ガスの攻撃を防げません。

ゆうき隊員：そうです！あい隊員のいうとおりです。艦長どうしましょ？

艦長　　：心配するな。科学の言葉に，

「物質は何もないところから，急に生まれたりはしないし，

急に消滅もしない」というのがある。温暖化星人にしても，地球に行って

１００％ガスをすぐに作れるわけではない。

何か，製造方法を考えるだろう。それを封じればいいのだ！

あい隊員：そうか，あの１００％ガスがどうやって生まれるかを調べておけば，

それを生み出さない方法もわかるのね？艦長，なんだか勇気がわいてきました。

＜このとき，ゆうき隊員を意識しながら，勇気が湧いたと言う＞

ゆうき隊員：あい隊員の地球を愛する気持ちの深さもよくわかったよ。

　　　　　＜このとき，あい隊員を意識しながら，愛と表現をする＞

直隊長：艦長，修理が完了しました。これで，もう完璧です。

　　　　　　　　　それと，宇宙空間で宇宙船の修理をしながら，美しい地球の姿をみて，
　　　　　　　　　我々には京都議定書という素晴らしい考えがあったのを
思い出しました！！
宇宙歌手：山も川も大好きを歌う。
＜3番のみ，生で歌う。メンバー全員，「ルー」でハモる＞
　　　　　　http://www2.hamajima.co.jp/~elegance/kawamura/song/yamasuki.html
艦長　　　：よし！そうか。我々に出きることはまだまだたくさんあるな！

よーし！そうとなれば，再び，地球に向かって全速前進！！ 

あわせて，あの１００％ガスの研究じゃ！！

にっぽん号，地球に向かって全速前進。

音響：Tr１０　にっぽん号発進～エンディング

「君と行こう！宇宙へ」の３番目

http://www2.hamajima.co.jp/~elegance/kawamura/song/kimiutyu.html
場面が切り替わって，お勉強の雰囲気に。

あい隊員：それでは，みなさん。３８０ｐｐｍ爆弾と１００％ガス爆弾，

何が違ったのでしょうか？みんなで，調べてみましょう。それでは，

これから会場に，３８０ｐｐｍ爆弾と１００％ガス爆弾を配りますので，

みんなでついてみたりして，違いを調べて下さい。

会場に，約５０個の巨大風船をフロアーに入れ，子供達についてもらう。
＜ＭＣ：注意事項：眼鏡はしまう。人や機材にぶつけない。荷物などは保護者に預ける＞

カラー風船は普通の空気で３５個，白風船は二酸化炭素風船で１５個。

宇宙歌手　または　音響：「リサイクル７」

http://www2.hamajima.co.jp/~elegance/kawamura/song/recycle7.html
約３分後，風船を回収。

あい隊員：それでは，みなさん。３８０ｐｐｍ爆弾と１００％ガス爆弾，

何が違ったのでしょうか？わかるお友達，手をあげて下さい。

＜照明・音響係＞が，ハンドマイクをもって，挙手した子供のもとに移動。

何人かに発言させ，必要なコメントをうまく拾って，次の話に続ける。

＜予想される発言：威力が違う。重さが違う。；色が違う，大きさが違うなどなど＞

あい隊員：それでは，ゆうき隊員と，温暖化星人さんに出てきてもらって，

その違いを研究しましょう。

ゆうき隊員：温暖化星人，あい隊員に買収されたのか？

温暖化星人手下：いーやゃゃ，，，実は，あいさんが，

とてもやさしい心をもっているので，感動しちゃって，，，

ゆうき隊員：温暖化星人にも，心のやさしがわかるのか？

温暖化星人手下：うちのボスは，金儲けしか考えないんで，

最近，ついていけないなと思って。

＜温暖化星人ボス，手下に空手チョップ！を入れるまね＞

ゆうき隊員：そうか，じゃ，オレ達に協力するんだな？！

温暖化星人手下：いえいえ，あいさんには，協力します。

ゆうき隊員：なにー！あいかわらず，現金なやつだな。

あい隊員：温暖化星人さん，ありがとう。じゃ，私たちの研究に一緒につきあって！

温暖化星人手下：はい，もちろん。

あい隊員：フロアーのお友だちからは，重さが違うって意見があったけれけど，

それを確かめてみましょう。

温暖化星人さん，１００％ガス爆弾を貸してね。

ゆうき隊員は３８０ｐｐｍ爆弾を，

温暖化星人さんは１００％ガス爆弾をもって，

同じ高さの所から，落としてみて下さい。

ゆうきと温暖化星人が，同じ高さから，２つの風船を落とし，１００％ガス風船の方が重いことを確認する。

あい隊員：じゃ，ふたり，風船をもちかえて，もう１回やってみましょう！

ゆうきと温暖化星人が，風船をもちかえて繰り返す。

あい隊員：さあ，わかりましたか？１００％ガス風船の方が重かったね。

　　　　　そのほかに，威力が違うという意見がありましたよね。

それも確かめてみましう。

ゆうきと温暖化星人，＜そっと＞ぶつけあう。３８０ｐｐｍ風船が強くはじかれる。

あい隊員：じゃ，ふたり，風船をもちかえて，もう１回やってみましょう！

ゆうきと温暖化星人が，風船をもちかえて繰り返す。

あい隊員：１００％ガスの方が威力が大きかったね。でも，先ほどの研究調査のときに，さわれなかった会場のお友だちもいたかも知れませんので，もう一度全員で確認してみましょう。

会場に，約５０個の巨大風船をフロアーに入れ，子供達についてもらう。

＜ＭＣ：注意事項：眼鏡はしまう。人や機材にぶつけない。荷物などは保護者に預ける＞

カラー風船は普通の空気で３５個，白風船は二酸化炭素風船で１５個。

宇宙歌手　または　音響：再び：「リサイクル７」

http://www2.hamajima.co.jp/~elegance/kawamura/song/recycle7.html
約３分後，風船を回収。

＜艦長，直隊長，温暖化星人ボスは，ロウソク実験機と石灰水の準備と風船の開封＞

ここで，博士が登場。あわせて「高さの違うロウソク実験機」と石灰水をステージに。

博士：会場のお友だちのみなさん，１００％ガス風船の方が重いことわかったかな？

　　　さーて，実験でこの１００％ガスの正体をみんなと一緒に解き明かしてみましょう。

　　　ここに高さの違うロウソク実験機があります。

直隊長，３８０ｐｐｍ爆弾の気体を入れましょう，よろしく。

直隊長：はい，博士！３８０ｐｐｍ爆弾の気体を入れます。

あい隊員：どうなるんですか？博士？

ゆうき隊員：あれ？何も変わらないですね。

博士：そうだね。何も変わらないね。

　　　それでは，直隊長，１００％ガス爆弾の気体をよろしく。

直隊長：はい，博士。それでは，次に１００％ガス爆弾の気体入れます。

あい隊員：どうなるのかしら？

ゆうき隊員：なんと，下のロウソクから消えてきました！

博士：このガスは，重い気体で，ものが燃えないようにする気体なんだね。

あい隊員：艦長，この１００％ガスは，重くて，ものが燃えないようにする気体でした。

艦長：よーし，いいぞ。なかなか，研究が進んだようだな。

博士：それではあい隊員は，３８０ｐｐｍ爆弾のガスをペットボトルに。

　　　ゆうき隊員は，１００％ガス爆弾のガスをペットボトルに入れてごらん。

　　　　　＜ゆうき隊員とあい隊員，同時に行う。ゆうき隊員のみ，ペットボトルのふたをして，ボトルをふる。あまり振りすぎると透明になるので要注意！！＞

あい隊員：博士，何もかわらないです。

ゆうき隊員：博士，僕の方は白くにごりました。おまけに，ペットボトルがへこみました。
温暖化星人手下：あはは！やっとわかったか。地球人。

実はこの風船に入っていたのは，
二酸化炭素ガスという温室効果ガスなんだ。

　　　　　　　　君たち地球人は，二酸化炭素を毎日たくさん出すために，

地球が温暖化してきているんだ。

あい隊員：へー？それは大変！！博士，実際に二酸化炭素で地球は温暖化するんですか？

博士：そうだなー？よし，実際に実験をして確かめてみよう。直隊長，

地球温暖化デモンストレーション実験機で実験だ！

直隊長：はい博士，地球温暖化デモンストレーション実験機をセットしました。

　　　　　あい隊員は，空気と書いた地球モデルの方に３８０ｐｐｍ爆弾のガスを，

　　　　　ゆうき隊員は，二酸化炭素と書いた地球モデルの方に，

１００％ガス爆弾のガスを入れてくれたまえ。

準備ができれば，実験開始だ！

あい隊員：隊長，どのように測定すればいいですか？

直隊長：ゆうき隊員，あい隊員に２０秒ごとに，温度計の数値を読み上げもらうから，

それをホワイトボードに書き出してくれ。

　　＜ゆうき隊員とあい隊員が，２０秒ごとに計測結果を報告し続けている一方で，

温暖化星人が次々と質問をする，火力発電所がでるようにする＞
温暖化星人手下：地球の子ども達は，二酸化炭素はどんなところから出ているか

知っているかな？

温暖化星人ボス：それでは，二酸化炭素がどこからでているか，教えてください。

温暖化星人手下：ボス，いつから，地球の子ども達の味方になったんですか？

温暖化星人ボス：実は，オレも昔，地球に生まれて，ここで育ったんだよ。

温暖化星人手下：えー？？ボスは地球人だったんですか？
温暖化星人ボス：そうだ，その通りだ！

　　　　　　　　実は，お前も地球人なんだよ。

温暖化星人手下：えー？？？じゃ，オレ，，，い，い，やボク，，

あいさんを好きになってもいいんですね？

艦長　　　　　：お，君は，大統（だいとう）領（りょう）君じゃないか？

温暖化星人ボス：おー。そういう君は，総理（そうり）大臣（だいじん）君じゃ，ないか？

艦長　　　　　：大統　領君。懐かしいね。

ついに，地球を守るために改心してくれたんだね。

温暖化星人ボス：いやー。地球の子ども達の地球を愛する気持ちの深さに感動しちゃって。

温暖化星人手下：おらは，あいさんがいいだ。

温暖化星人ボス：何を，現金なことを言ってるんだ。地球の子ども達をみならえ！！。

温暖化星人手下：へい，へい。
子供の予想や発言，フロアー係がハンドマイクで，会場の子供の声を広いあげる。

博士：そうですね。よく勉強していますね。

　　　直隊長，地球温暖化デモンストレーション実験機での実験結果を報告してくれたまえ

直隊長：普通の空気の地球モデルは○○度になりましたが，二酸化炭素が充満した地球モデルは○○になり，二酸化炭素の温室効果が確認できました。

あい隊員：艦長，やはり，二酸化炭素には，温室効果が認められました！

艦長：そうか，よくやった。ということは，二酸化炭素を発生させないようにすれば，地球の温暖化は避けられるわけだ！

　　　博士，是非，地球を救いたい！何か，いい方法を考えてくれ！

博士：はい，艦長。わかりました。温暖化星人達も，地球のために何かいいことをしてくれそうです。

それでは，今日これから会場のお友達と一緒に，

二酸化炭素をあまり多く出さない生活の仕方について，楽しい実験を通して，

一緒に考えてみましょう。
　　

　　音響：ジュピター
――――――――――――――――

音響：「山も川も大好き」

http://www2.hamajima.co.jp/~elegance/kawamura/song/yamasuki.html　

　

ココカラ，その日の実験教室の実験内容につなげる。

次の実験が始まるまでの間のＢＧＭとして，

　音響：ピアノ曲

　　http://www2.hamajima.co.jp/~elegance/kawamura/song/night.htm
　どちらでも結構です。
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